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新年あけましておめでとうございます。 

⼤阪市会議員の森⼭よしひさです。 

昨年は温かいご⽀援有難うございました。本年はこの４年間に停

滞していた市政を未来に向かって前進する年にします。 

たとえば、交通局の⺠営化問題では本来の交通ビジョン、財政ビ

ジョンで議論を進めなくてはなりません。さらに、⼤阪の将来を考

えれば、⼦ども・⼦育てへの⽀援の施策やビジョンを⾏政が⽰し、

 

 

	 昨年も多くの方とお会いできて、市政について多くのご意見・

提案を頂戴し、問題解決に取り組ませていただきました。 
	 しかしながら、各自治会での担い手の人材育成の課題、核家

族化、就業状況の悪化、保育・教育の問題、安全・安心なまち

づくり等、生活と家庭を取り巻く課題など、まだまだ区民にと

っては満足のいくものではないという事はたいへん実感してい

ます。本年も区民の皆さんのお力添えのもとで、皆さんの声を

しっかりと大阪市政へと届けてまいります。 
	 また、各地区行事などにもお声をかけて下さい。より多くの

方の声をお聞きしたいと思いますので、よろしくお願いします。 

地域のみなさんと共にまちづくりを進めます 

毎年恒例の日東地区のもちつき大会にて 

	 火のよう～じん！マッチ１本火事のもと～っ！ 
年末２８日２９日区内各地で行われた夜警へ 

青パトで巡回に伺わせていただきました。 

安全・安心のまちづくりへ 

定例巡回にも出動しています 

区内神社の元旦祭にて 

今年の豊富を語る森山議員 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年  度 
塩草立葉小学校の 
児童数の予測推移 

平成２７年度（2015） ２７３人 

平成２８年度（2016） ２８８人 

平成２９年度（2017） ３１２人 

平成３０年度（2018） ３４６人 

平成３１年度（2019） ３７２人 

平成３２年度（2020） ４０５人 

平成３３年度（2021） ４４２人 

 

確定申告・税務相談等 

中 企 連 浪 速 
☎	 ０６－６６３０－７２００ 

フェイスブックでも⽇々の活動を配信中 

塩草立葉小学校の児童数の予測 

 昨年１２月４日一般会計等決算特別

委員会にて市教委に質問する森山議員 

 
不足する事態が発生する事が分かりました。教育委員会

の将来推計の認識の甘さが原因です。 
また、同様に子どもの数が増えている西区・中央区・

天王寺区でも「学校が狭い」という問題がおきています。

大阪市中心部の児童数増加への対応を考え直す機会で

す。 
そして、統合された旧立葉小学校用地はここ２～３年

の内に売却の方向であると説明がありましたが、もっと

慎重に、今後の推計を見ながら判断の是非の論議を行う

ように求めました。 
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昨年、１２月４日に行なわれた大阪市会一般会計等決算特別委員会に

て、浪速区の近年の人口増加に伴う学校統廃合について質疑をしました。 
大阪市内全域では少子高齢化が進み、人口減少が進む中ですが、浪速区

では人口が増加傾向にあります。もちろん子どもの数も増加傾向で、子育

て・教育の課題も多く挙がっています。 
平成２６年度（２０１４年）４月１日から統合された塩草立葉小学校で

すが、開校早々から各教室が狭いことや、今後児童数の増加が加速すれば

利用できる教室がないなどの声が保護者や現場から多く聞かれます。 
そこで、大阪市教育委員会に当該校の今後の児童数の推移の調査を取り

寄せたところ下の図のように明らかになりました。 
市教委の答弁では「平成２２年度の適正配置に基づき２小の統合を進め

た」と言う事ですが、近い将来には３５０人以上の児童数となり、教室が

	 今後は学校統廃合については、空用地の活用や、財政効

果ばかりでなく、教育効果や子どもたちの生活面への影響

などもしっかりと検証するように求めていきます。 
	 さらには子育て世代が安心して浪速区に定着をはかり、

子どもの数が益々増えるように、学校給食の充実や子ども

の医療、学力向上など多くの問題に耳を傾け取り組んでま

いります。 

教育効果をあげて、笑顔の子どもたちを増やすために	

改変される税制制度に対応します。 

制度に強い、記帳に強い！！ 


